
未来社会のあるべきかたち

✦ロボットが単なるおもちゃではなく、ヒトにも非ヒト動物
にも福祉をサポートする社会

<そのような社会で期待されること>
飼い主不在時の伴侶動物のストレスが軽減される
独身者/高齢者が伴侶動物と生活できる

ワンコとロボットは仲良くなれる？
～家庭でヒトとイヌと共生する

   社会的ロボットの要素を探る！～
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背景–Background-

My Keepon
発達障がい児の療育などに活用[2-4]

Paro
高齢者福祉の場で活用[5-7]

 ヒトは単なる幾何図形にも意図などを見出す[1]
 コミュニケーションを役割の主体とするようなロボット ≠ 単なるエンターテイメント

 ロボットのヒトに対する心理的作用を応用 ⇒ 福祉の場などでの活用も見込まれている

ヒトだけではなく、非ヒト動物にも
社会的ロボットを応用できないか？

 イヌはヒトに対して異種間の社会性認知を発達させてきた[8, 9]
 イヌに社会性を認知されるロボットの応用例

飼い主不在時の運動相手・遊び相手
←現実には多頭飼育できない家庭もある （eg., 多頭飼育が不可の物件、同種他個体が苦手なイヌ）

自分で飼育できるか不安な飼い主のサポート

特に、高齢者の新規イヌ飼育の阻害理由で「最後まで飼育できるか自信がない」が上位[9]

➔Dog-Robot Interaction

イヌの飼い主(N=32)によるロボットへの印象評価

飼い主さん方はどんなロボットが望ましいと予想している？

 簡易的なオンラインアンケートの結果

イヌの飼育経験者：

ヒト型ロボット＞世話用機械

ネコの飼育経験者：

ヒト型ロボット＜世話用機械

➔ヒト型ロボットの応用に期待してる？

 ロボットと対面しての質問紙回答

イヌの飼育者：

ヒト型ロボット＞スマート・スピーカー、話すイヌの置物

イヌはヒト型ロボットと対面した際にどのような行動？

➔「無視」「すぐに関心を失う」（??）

 イヌの置物には対面後

１分経過後

➔イヌの置物へは

接近・接触

➔ヒト型ロボットへは×

このテーマで目指すこと

✦イヌがロボットへ注意を向けるようになる関わり方を探索
例)「おやつどっち/どこだ？」ゲームでロボットの指差し/移動をヒントにする？

✦イヌが注意を向けるロボットの形状を探索 例) イヌ型/ヒト型
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